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研究目標と成果 

 

本年度は、山岳統合情報プラットフォームの構築を進めるために、山岳の生物・物理的諸

機能に関するモニタリングの継続とそのデータ蓄積、各分野におけるスマート観測設備の

さらなる拡充と整備、アルゴリズムの開発を進めた。 

・森林生態系機能については、５バンドマルチスペクトルカメラを搭載したドローンを利用

したフェノロジー調査と幹の樹液流観測を継続し、赤外域の反射光を利用した植生指標の

ほうが可視域よりも、機能的フェノロジーの再現精度が高いことがわかった。 

・地上観測データを生理生態モデルと融合させた植物のガスフラックス（CO2 と水フラッ

クス）情報を取得できるアルゴリズムと、そのパラメータの観測システムを構築した。 

・生態系レベル、幹と土壌の二酸化炭素フラックスのモニタリングを継続した。幹の二酸化

炭素フラックスについて、幹内に多量のクロロフィルを含む種では、そうでない種よりもフ

ラックスが小さく、幹内の光合成によって呼吸で発生した二酸化炭素がリサイクルされて

いる可能性が示唆された。 

・動物生態に関しては、これまで注目されてこなかった枯死木と哺乳類の関わりを明らかに

するために、フォトグラメトリによる枯死木の 3D モデル作成および自動撮影カメラを用

いた哺乳類の行動記録を継続的に実施し、ニホンザルやニホンジカが枯死木の体積減少に

およぼす影響を評価した。また、演習林内に設置した自動撮影カメラのデータを使って

REST モデルによる大型哺乳類の絶対密度推定を行い、天竜ブランチおよび南アルプスブ

ランチに生息するニホンジカおよびイノシシ密度の予備的な推定値を得た。 

・土砂移動メカニズムに関しては、2021 年７月に静岡県熱海市伊豆山地区で発生した土石

流災害の調査を行、現地調査、航空レーザー測量、数値シミュレーションを組み合わせて災

害の実態を明らかにした。 

・山岳災害に関して、実渓流に高さ 1 m の天然ダムを作製し、それを決壊させる世界最大

規模の実験を行い、実験のスケール効果を解明することに成功し、世界で初めて浸透破壊と

すべり崩壊を伴う天然ダムの決壊過程を再現する数値解析手法を開獊することに成功した。

さらに、単一の天然ダム決壊から、複数の天然ダムの連続的決壊に着眼点を移し、この連続

的決壊過程を実験により解明し、その過程を再現する数値解析手法を世界に先駆けて開発

した。これらのアルゴリズムおよびモデルは、最終的な影響評価を行う山岳モデルのサブモ

デルとして機能する予定である。 
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外部資金 

 

飯尾 淳弘 

基盤研究（Ｂ）幹枝光合成形質を用いた耐陰性の樹種多様性の推定：グローカルモデルの構

築を目指して 2023 年度～ 2026 年度 

学術変革領域研究（Ａ）温帯性樹木の幹内部二酸化炭素フラックスの種多様性 2022 年度～ 

2023 年度 

挑戦的研究（萌芽）葉の多い樹木は温暖化に脆弱か？樹木構造の違いに注目した新しい仮説

の検証 2021 年度～ 2023 年度 

 

水永 博己 

基盤研究（Ｃ）山岳地に伐採区をどのように配置するか？風に伴うギャップ拡大リスクの定

量的評価 2021 年度～ 2023 年度 



 

王 権 

基盤研究（Ｂ）植物生理活性の動的変化をトレース可能な放射伝達モデルの開発と生態系機

能評価 2021 年度～ 2024 年度 

 

今泉 文寿 

基盤研究（Ｂ）地形モニタリング手法とシミュレータの開発による土石流予測の高精度化 

2023-04-01 – 2027-03-31 

挑戦的研究(萌芽) 分光反射特性を活用した新たな山地災害調査法の探索  2021 年度～ 

2023 年度 

 

栗原 洋介 

若手研究 中大型動物の採食行動が枯死木に生息する節足動物群集にあたえる影響 2022-

2025 

 

徳岡 徹  

基盤研究(C) 被子植物キク類（Asterids）における初期形態進化の解明 2021-2023 

 

薗部 礼 

株式会社パスコ 深層生成モデルによる SAR-光学画像変換技術の検討及び処理手順のマニ

ュアル化 (2023 年 06 月～ 2024 年 03 月) 

 

学内外の連携状況 

 

山岳研究院と静岡県農林技術研究所森林・林業研究センターの研究連携 

 

バンドン工科大学との国際ワークショップの開催（2023、8/26～31） 

 

信州大学、日本大学とスロベニア林業研究所、リュブリャナ大学と共同プロジェクトの申請 


